
第 7回 近未来チャレンジ 聴講者アンケート 

1. 聴講されたセッション(1項目選択) 
(  ) 1B1: 日常言語コンピューティング (  ) 2B1: 身体知の解明を目指して 
(  ) 2B2:「ニューチャレンジ」  (  ) 2B3: 事例に基づくデザイン支援と評価基盤の構築 
(  ) 3B1: 危機管理シミュレーションとその分析 
 

2. 回答者の立場 (複数回答可) 
(  )座長・PC 運営委員   (  )チャレンジの主催者および関係者 
(  )はじめて本チャレンジを聴講した (  )はじめて本チャレンジを発表した 
(  )過去に何度か本チャレンジを聴講したことがある 
(  )過去に何度か本チャレンジで発表したことがある 
 

3. 学術的観点からの評価 
3.1. これまでの成果の学術的な信頼性・妥当性(5択) 
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4. 社会貢献の観点からの評価 
4.1. 継続チャレンジテーマのみ現時点での社会へ   

のインパクト・貢献(5択) 
 
4.2. 最終目的が達成された場合の社会へのインパク

ト・貢献の見込み(5択) 
 
4.3. チャレンジの実用化に向けた取り組み(5択) 
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5. 総合評価 
5.1. 目標達成の度合い(5択) 
5.2. コメントなど 
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第 19 回 人工知能学会全国大会 PC 委員会[担当 松下、藤本] 


